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所離職の礁ﾗ剛無剛計1 　54人（32．・3） （2調 101人（28．6）









































































































































































































そ の 他1（4、7，）1（，19，）1 17
わらず婦人がになっていることに
かわらない。たとえ有職婦人であ
っても，家事役割からの軽減をは
かれないでいるのは，家事の要件
性が高いとはいえ，家事従事の程
度の振幅可能性を考慮することも
反面でき，家事労働の重要性に対
する認識を深めることを困難にす
るがため，家族の個人化と相乗
し，家事労働の代替，分担への転
換ができても，婦人の中心性の位
置がかわるとも考えられない。
第11表 職業の有無・年令と家族員の協力の内容
（）％
職業の有無
　年令
有 無
　　　　　　　　　　職　　　　職協力の内容
20
`24才
25
`29才
30
`34才
35
`39才
40
`44才
45
`49才
50
`54才
55
`59才
60
ﾋ以上
子どもの面倒i（2調（2謝人1（311合1（3撚1（描1（2。7a，1（、、驚1（，｝全1（25｝命［人
食事の手配1（3113）1（、ll。）ll，，，1、）1（，ll4）／、ll，）（、ll，）（，ll，）（，114）「（2613）（251。）1（2816）
面貝 刎（，11，）1（2117）ll（、716）［（，ll。）1（，ll，）1（，ll，）1（，ll，）1（，ll、）1（2613）1（，，1。）「（2816）
編をとりつぐ1（2117）1（，ll。）1（，1，）1（、，1，）1（、ll，）｝（，ll，）1（，ll、）1（4112）1（2、1、）「（，，1。）1（4219）
耀で用件を頼める1（21［　2）1（、ll，）U（4，7，）［（、，1，）1（、ll。）1（、314）1（2。7，）1（2212）！（、，1，）1（，，1。）1（2816）
車での送迎「（、ll4）1（、61，）ll（2914）1（、，1，）1（41S）1（71S）1（，，1，）1（2Sl。）1（2613）1i（57 、）
そ の 他i（，1，）1（413）i1（，1，）1（412）1（、1，）「（31。）1（，1，）1（，1，）1i（、，1，）
4　家族の協力
　ところで，婦人の自己実現の妨げとして，性役割分業がとりざたされるわけであるが，小家族
化・婦人の職業参加，子育て期間の縮小等によって，必然的に家族の協力の必要がうまれる。
家族の協力の内容を，11表でみると，有職者は無職者と比較するならば．食事の手配38．3％，
14．0％，子どもの面倒29．9％，26．9％，電話のとりつぎ28．7％，28．O％，買物24．6％，23．7％で
ある。有職者では，重要な家事役割を分担している。無職の者でも，比率が低いけれども家事役
割の分担がみられる。家族の大小を問わず，婦人の手だけによる家庭経営が，現実には機能しに
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くくなっていると考えられる。
　上田吉一氏は，マスロー　（Maslow，　A，　H）の有機体理論を基盤に，自己実現をつぎのよう
に定義している。自己実現とは，　「有機体の完全な発達であり，可能性の実現ということであ
る。換言すれば，それは基本的欲求がすでにみたされ，成長を遂げ，成熟の域に達している状態
を意味するのである」，と述べている。つまり，豊かな社会に暮らす現代人にとっては，生物学
的な基本的欲求の満足をめざした行動の占める割合は少なく，大多数の行動は，社会的欲求にも
とつくものであり，高次欲求を動因する行動であるということになろう。
　婦人の場合，ここで問題になるのは，社会的欲求のあり方である。婦人の社会的欲求は，一般
に家族を中心とする，狭い領域に押えられている現実においては，家族の中で承認ないしは所属
を安定させない限りは，真の社会的欲求を満足させることにならない。また，自己の可能性の実
現についても，その制約から免れ得ないということになろう。婦人の社会的欲求が，夫に所属し
（夫の存在），夫の承認（夫の共感）を得，さらに子に所属（子の存在）することなくしては満
足されないとしたならば，婦人の自己実現は，女という生物的存在を越えたところでは，貧弱に
しか映らないということがあろう。とはいえ，婦人の自己実現が，役割期待と自己同一性の欲求
と不可分な関係を保持してはいても，それを可能にしていることを考慮すると，自己実現の強化
の中で，よりよい人間への欲求となっていくこととして認めたいものである。婦人の生活は，い
まだに多くの制約を伴ってはいるものの，婦人の社会的欲求に対する現実の拡りは，愛情をその
存立の基盤とする家族関係の必然性をうんだ功績は大きく，やがて性別役割分業を否定的にとら
え直し，人間としての自立を家族全体の目標にかかげるという成長として認めることができるの
ではなかろうか。
　したがって，自己実現とは，人間らしさの実現の状態であり，人間らしさの範疇は，他者が認
める個性ではなく，自からが自身であると感じ得る個性をめざすものである。人間は，社会の中
で生き，社会の中で自己の存在を見出しているといえ，基本的欲求が，人間の生物的存在として
の側面を包括するものであり，自己実現欲求を，人間の社会的存在としての成長・発達を位置づ
け，基本的欲求が満たされ，成熟する過程で，精神作用に及ぼすところの，自己実現欲求の進化
をとげていくものということになる。だから，自己実現欲求を，人間の本来的な欲求性向である
と考えたい。
　つまり，人間は本来，自分は自分でありたいという自己同一性の欲求と，人間は他者と調整し
たいという欲求をもち，この二つが個々の生活の中でバラソスをとる過程で，自己実現がなさ
れ，それは多様な形をうみながら発達していくことになろう。
　家族は，個人とより広い社会とを結びつける媒介的機能を持っており，その意味では，社会的
欲求を満たす基礎の場である。したがって，家族関係がより友愛的になれぽ，婦人の自己実現欲
求も高次の価値を求める欲求として成長・発達することは確である。
W　む　　す　　び
　以上，主に家族の個人化との関連で，婦人の自己実現のあり方を報告したが，個々の家族員と
それとの関係の詳細まで言及することができなかった。この点で敢えて補足するならば，婦人の
自己実現においては，第一に夫，第二に子，第三にその他の家族員という順で影響を受け，夫の
共感の程度によって，第二，第三の順でその存在が重視され，自己実現の成長・発達の程度も，
同様の法則をとる。
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　婦人の自己実現は，一見家族結合と矛盾するように思われるが，決してそうではない。何故な
らば，自己の成長と発達は人間としての自立と切り離せないところの関係で，相互作用をするも
のであると誰もが疑うことがないからである。
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